
【GIGA×指導の工夫・改善】 一人一人の子どもが主語の学びへ

川崎市立南河原小学校（神奈川県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

＜考察＞
一人一人の子どもが主語の学びをつくるた

め、次の指導のような工夫や改善を行うあた
り、GIGA端末が有効にはたらいた。

①個を起点として授業をつくることができるよ
うに
・具体的に３人くらいについてそれぞれの前時
の思考、声掛けを中心とした教師の役割と最
後のふりかえりの記述のイメージを具体的に
イメージして授業をつくる。
・一人一人の子どもがスプレッドシートに入力
するめあてとふりかえりを見取りながら支援を
する。

②子どもが決める場面をつくり、端末で可視
化し、支援できるように
・いつ、だれと、どうやって学ぶのかを子どもが
決められるよう、子どもも教師も学習状況を
クラウドで即時的に見とれる環境づくりをし、
学びを支え、かかわりを促すなどして支援する。

③子どもがつけたい力を意識し、見方・考え
方が働かせて学べるように
・見方・考え方には教科特有のものもあるが、
汎用的なものもある。児童が意識できるよう
掲示したり、声掛けをしたりして支援する。

① ②

③

教師の声掛けのポイントの例
・つけたい力を再確認する
・友達とつなげて考えを広げる
よう促す
・見方・考え方を意識させる
・アウトプットさせ考えをまと
められるようにする

教師は端末を持ちながら声掛け


